
















1.はじめに 

心身障害児の福祉体系は,近年,大きく変わりつつある。10 数年前までは,心身障害児の処

遇というと,実態として「孤立した家庭か隔絶された施設か」という二者択一的な考え方が

主流をなしていた。もちろん,すべての心身障害児がそうであったとはいえないが,例えば

多くの精神薄弱児や障害が重度であったり重複している児童の場合には,上記のような二

者択一主義が支配的であった。ところが,こうした風潮は最近大きく後退し,障害児を能う

かぎり家庭や地域社会で受けとめようとする傾向が強まってきた。 

このような変化はいくつかの要因によってもたらされたものであるが,それらの主なもの

として,つぎのことが指摘されると思われる。その第一は,人間の尊厳についての認識であ

る。すなわち,障害を伴う人びとが人間として尊ばれるためには,その人びとを家庭や社会

から遠ざけるのではなく,むしろ,積極的に社会の一員としてその存在を尊重しなければな

らないという認識が高まったことである。ノーマリゼーションといわれるものは,まさにこ

のような認識から生まれたものであった。第二には,社会資源の相対的な充実があげられる

。生活水準の向上とともに，多様な制度や施設が誕生し,必ずしも,従来のような二者択一

を迫られる必要はないという現実がある。第三には,科学・技術の進歩により,障害に関し

てより適切な対応が可能となったことがあげられる。 

以上の背景は,障害者の福祉が,従来の二者択一主義を脱却し,障害者がより自由にその人

格を発展せしめ得るような方向に進みつつあることを意味しており,歓迎すべき現象であ

るといえる。 

しかし,障害の内容や程度によっては,てのような考え方も実際には多くの困難を伴う。本

研究の対象である重症心身障害児(以下,本報告では重症児と略す)の場合にも,従来から家

庭での療育は困難であると考えられ,今日といえども,施設入所に頼らざるを得ないという

場合は少なくない。 

本研究は,上記のような現状認識に立ちながら,重症児の家庭における療育の可能性を探究

し,そのための諸条件を明らかにするとともに,重症児福祉の行政施策に何らかの示唆を与

えることを目的としている。昨年度においては,名古屋市を除く愛知県下全域の在宅重症児



について,その実態と処遇のあり方を検討したが,本年度の研究では,政令都市である名古

屋市の在宅重症児を対象として調査分析を試みた。 


